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１．業務の概要 

１-１ 業務の目的等 

１-１-１ 業務の目的 

関東運輸局では、 広域関東※1 エリアの統一ブランディングによる観光振興策として“街道“を

軸とした国内外からの誘客・地域活性化を目指し、『江戸街道プロジェクト』※2 を推進している

ところ。当プロジェクトの出口戦略は、広域関東の観光ブランド価値を高め、地域が自立して持

続可能な観光で稼げるようになることである。そのために、地域の観光コンテンツやＰＲツール

等を集約し、広域関東における街道観光の情報を一元提供できるプラットフォームを整備し、 

関係者が容易に情報発信・共有できる体制を構築する必要があると考えている。 

そこで当事業では、プラットフォーム構築に向けた課題の整理と、その有効性の検証および次

年度以降の本格運用に向けた具体的な方策を検証・整理することを目的とした。 

（*１）広域関東とは、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、 

神奈川県、新潟県、山梨県、長野県の１都１０県をいう。 

（*２） 『江戸街道プロジェクト』の概要については以下ＵＲＬを参照 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/kankou/kankou/edokaido_project.html 

 

１-１-２ 事業内容 

街道沿いの観光情報等を一元化し、統一ブランドの下で情報の管理・発信ができる「街道観光 

プラットフォーム（仮称）」の基となる検証用サイトを開発し、インバウンドおよび国内旅行者

の誘客と周遊促進に対する有効性を検証するとともに、次年度以降の本格的なサイト運用に向け

た課題を抽出し、具体的なコンテンツや運営体制を含めた将来のあるべき姿（完成図）を提示し

た。 

本事業の実施項目は以下の通り。 

１. 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の企画・開発・運営 

２. 利用促進のための方策 

３. 検証用サイトの効果検証 

４. 次年度以降の実用化に向けたプラットフォームの完成図の提示 

５．今後の展開について 
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２．検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の企画・開発・運営 

２-１ （江戸街道ポータルサイト）の企画 

江戸街道ポータルサイトを作成するに当たり、各階層毎に掲載する内容を含めた全体構成の 

企画を行った。 

 

（１）全体構成 

 

江戸街道プロジェクト検証サイトマップ 
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（２）サイトの構成 

トップページ（第一階層）の構成及びポイントは以下の通り。第二階層については、次項（２

-２ 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の開発）に示す。 

 

 

③旬のイベント情報（AI）

④特集記事

⑤コミュニティ機能

②目的から探す

①ビジュアルアーカイブの整備
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２-２ 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の開発 

検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の開発内容について、各項目別に概要および使用した

情報を示す。 

２-２-１ 「目的から探す」ページの開発 

「江戸街道」の見どころ検索について、日本橋を起点とする五街道と、その枝道として整備され

た脇往還は歴史・文化・食などの見どころをユーザーが検索できるように、地図からの検索、街

道別、エリア別など目的別に選んで街道沿いの旅を楽しめる機能を設置した。 
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２-２-２ 「旬のイベント」ページの開発 

 AI を活用した自動情報収集プログラム（特許取得済み）によって、WEB 上に公開されている

各自治体・観光協会等のイベント情報を、オリジナルの WEB サイトに自動的に集約し、効率的

に配信するシステムを構築した。 
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２-２-３ 「特集記事」ページの開発 

東京都（日光街道）の千住宿、神奈川県（東海道）の小田原宿、山梨県（甲州街道）の勝沼

宿、埼玉県（中山道）の桶川宿、4 エリアの宿場町の現地訪問取材を行ない、写真撮影、現地で

の取材、市区町村自治体の観光課などに連絡し、写真提供の依頼などを行い、ライターによる記

事作成を行なった。 

 

（１）取材概要 

 取材先は、日光街道、東海道、甲州街道、中仙道から１つの宿場をピックアップして、地域の

確認をとりながら実施した。 

 各街道において、建物が残っていて当時の趣を伝えられる箇所を選定した。 

 

表 特集記事 概要 

街道 日光街道 東海道 甲州街道 中仙道 

取材先 千住 小田原 勝沼 桶川 

選定理由 日光街道の中で日

本橋から１番目の

宿場町であり、ま

た奥州街道、水戸

街道など交差する

宿場町でもあるた

め多くの人が行き

交った場所を伝え

たかった。 

東海道の中でも特

に海鮮やかまぼこ

など食の魅力があ

り、海と共に栄え

た町として現代に

も通じる宿場町で

あることを伝えた

かった。 

ブドウで栄えた大

規模な宿場町であ

り宿場の長さは

16 町 26 間 

（1745m）、干し

ぶどうや現代のワ

イン生産など魅力

持っている。 

中山道の中でも当

時の建物が残って

おり、取材する価

値があると判断し

た。現在は本陣の

一部が江戸時代そ

のままに残されて

いる。 

タイトル 東京の日本橋から

1 番目の宿場町

「千住宿」の魅力

を楽しむ旅。 

海と共に栄えた

街・東海道「小田

原宿」 

ブドウで栄えた大

規模な宿場町「勝

沼宿」を旅する。 

歴史浪漫満載！徳

川秀忠・皇女和

宮・新撰組が通っ

た中山道「桶川

宿」 

取材時期 2023/12 2024/1 2024/1 2024/2 

掲載開始 2024/1/30 2024/2/10 2024/2/19 2024/3/5 
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２-２-４ 「デジタルアーカイブ」ページの開発 

魅力的な写真をアーカイブ化し、ユーザーや旅行エージェントなどが利用できるようにサイト

内に構築した。 

街道の写真を絞り込み検索できるよう、「街道別」「エリア別」「ジャンル別」に選定できる

ようにした。 
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２-２-５ 「江戸街道プロジェクトとは」概要ページの開発 

「江戸街道プロジェクト」を広く情報発信するための入口となるホームページ制作を行った。 

江戸時代の創成期に徳川家康が交通の要所として、日本橋 を起点とする 「東海道」「甲州街道」「中

山道」「日光街道」「奥州街道」 の通称 “五街道” と、その “脇往還” として整備された「水戸街道」

や「成田街道」などの整備に取り組まれた。この江戸街道プロジェクトは、この街道の魅力的な文化や

歴史、自然、食、温泉などをめぐり、この地で心満たされ、ワクワクの体験をしてもらえるように関東

運輸局が取り組んでいる。 
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２-３ 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営 

 前項までに企画・開発した検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営・管理を行った。 

 

２-３-１ 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営概要 

検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営概要は下記の通り。 

 

 内容 

サイト名 江戸街道プロジェクト・ホームページ 

URL HTTPS://EDOKAIDO.JP/ 

運用期間 令和６年 1 月 30 日（水）～３月 22 日（金） 

検証期間 令和６年 1 月 30 日（水）～2 月 29 日（木） 

運営者 
当サイトは、業務委託先の株式会社ケー・シー・エスが国土交通省関東運

輸局からの委託を受けて運営した。 

利用規約・ 

プライバシー 

ポリシー 

「当サイト利用に関する注意」、「個人情報の取り扱い」、「GOOGLE 

アナリティクスの利用」について、利用規約・プライバシーポリシーを設

定した。 

 

検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運用を開始するに当たり、プレスリリースを行

い、周知を図った。 
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２-３-２ 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営 

 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運営概要に示した期間にサイトを運営した。 

 

（１）検証用サイトの更新 

 運用期間中に大きなトラブルはなく、特集ページや旬な情報の更新を予定通り行った。 

 

表 主なサイト更新内容 

№ 月日 更新内容 

1 １月 30 日（火） サイト公開開始 

特集記事（小田原宿公開） 

2 2 月 2 日（金） 旬な情報 

3 2 月９日（金） 旬な情報 

4 2 月１６日（金） 旬な情報 

5 2 月１９日（月） 特集記事（勝沼公開） 

6 2 月 2２日（木） 旬な情報 

７ 2 月 2９日（木） 旬な情報 

８ 3 月５日（火） 特集記事（桶川公開） 

９ 3 月 22 日（金） サイト公開終了 

 

（２）問合せ等 

 運用期間中に当サイトについて問い合わせはなかった。 

 

（３）WEB マーケティング 

 本事業で実施した WEB マーケティングは、以下の通り。 

・SEO 対策 

・効果測定 

・SNS 集客 

 具体的な実施内容については、次項以降に示す。 

 

（４）運用結果 

 検証用サイト（江戸街道ポータルサイト）の運用結果としてグーグルアナルティクスによるア

クセス数を示す。分析結果は 1４ページに示す。 

 

 

 

運用結果概要 

サ イ ト 名：江戸街道プロジェクト・ホームページ 

検 証 期 間：令和 6 年 1 月 30 日～2 月 29 日 

ユ ー ザ ー 数：６１５件 

セッション数：９０３件 

表 示 回 数：2,518 件 

イ ベ ン ト 数：8,207 件 
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３．利用促進のための方策 

 

プロモーション活動の一環として SNS

等との連携（インスタグラムを開設）や利

用促進 PR（インスタ広告など）、SEO 対

策を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）利用促進 PR 

表 インスタグラム広告概要 

 内容 

インスタグラム アカウント名（edokaido） 

投稿期間 2024 年３月 13 日（水）～18 日（月） 

出稿金額 ３６８７円 

出稿エリア 東京都 

対象年齢層 20 才～55 才 

投稿内容 一部の投稿を有料広告として出稿し、ユーザーの反応をリサーチした。 

投稿例）下記の千住宿のかどやの槍かけ団子 

出稿結果 ウェブサイトへのアクセス 238（男女比 女性 80.6％、男性 19.2％） 

 

（２）SEO 対策 

SEO 対策を行った結果、“江戸街道プロジェクト”で検索すると下記の通り、上位に表示されるよう

になった。 
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４．検証用サイトの効果検証 

検証用サイトの効果検証として、「利用者アンケート調査」、「アクセスログの分析」、「街

道観光振興への波及効果の把握」を行い、その効果や今後の実装に向けた課題を整理した。 

 

４-１ 利用者アンケート調査 

４-１-１ 実施概要 

  利用者アンケートは、3 つの視点（一般のサイト閲覧者の視点、事業者として活用す

る視点、観光客を受け入れる自治体の視点）から調査を行った。 

  アンケートの回答数は、176 サンプルであった。 

 

表 利用者アンケート調査 概要 

 
サイト閲覧者への 

アンケート調査 

旅行会社への 

アンケート調査 

自治体への 

アンケート調査 

調査目的 

一般観光客の目線でサ

イトを閲覧したときの

感想や意見を収集する

ため 

今後検討していく B 

toB 向けのサイト構築

のための意見を収集す

るため 

受入れる地域側の目線

でサイトを閲覧したと

きの感想や意見を収集

するため 

調査期間 令和 6 年２月 19 日（金）～2 月 29 日（木） 

調査対象 

・関東運輸局内の市町

村職員 

・外国人モニター 

・JATA を通じアンケ

ート調査の協力を得

られた旅行会社 

・関東運輸局内の江戸

街道振興に係る自治

体担当課 

回 答 数 93 サンプル 29 サンプル 54 サンプル 

 

 

４-１-２ 調査結果 

（１）サイト閲覧者へのアンケート結果 

【調査結果概要】 

・ サイトの満足度については、デザインやレイアウトは 8 割程度の方から満足という回

答を得られた。 

・ 面白いと思ったコンテンツは、「目的から旅を探す」、「特集記事」が高く、参考に

なったという意見があり、街道観光に関する興味が一定程度あることがわかった。回答

の理由として「アイデアがよい」という意見があり、他にはないサイトになりうること

がわかった。 

・ サイトの改善点は、検索のしやすさや情報の質と量、インバウンド対応などがあっ

た。 
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（２）旅行会社へのアンケート結果 

【調査結果概要】 

・江戸街道プロジェクトの認知度は、7 割が取り組みを知られていなく、かつ、街道観光

に関する活動を行っていないため、プロモーションや街道観光自体を認知させる活動を

行う必要がある。 

・江戸街道プロジェクトへの期待は、「若干ある」を含めると 6 割以上が期待している。

理由としては、コンセプトがよい、興味が持てるなど前向きな意見があった。 

・プラットフォームの機能として、国や自治体から入手できる観光情報への要望は、バス

駐車場や立ち寄れるところ、リアルタイム情報などがあった。 

・プラットフォームから得られる情報を活用する意向があり、観光資源に関する写真や動画

の情報を旅行商品の造成や説明資料に使用したいという意見があった。版権に対する意

見もあり、考慮する必要がある。 

・プラットフォームに提供いただける情報としては、海外エージェントの意向や、宿泊プラ

ンなどのバナーサイト連携など、今後に活かせそうな意見もいただいた。 

・サイト構築に対する要望は、サイト構築をきっかけに地域連携の強化や街道単位でのイベ

ントなど、新たな取り組みに対する意見も聞かれた。 

・街道観光に対する意見は、街道をきっかけに連携を継続しかつ広げていくことも可能とい

う意見もあった。 

 

（３）自治体へのアンケート結果 

【調査結果概要】 

・江戸街道プロジェクトの認知度は、取り組みを知っていて活動している自治体が１件し

かなく、更なる周知や連携できるイベント活動を行う必要があると言える。 

・江戸街道プロジェクトへの期待については、半数は期待している。 

・プラットフォームを通じて江戸街道に関する自治体との繋がりへの期待としては、観光

客の増加や周辺自治体の様子や共通する観光資源の相互連携など、連携のきっかけにな

りうる。 

・プラットフォームへの情報提供は 8 割以上が協力的で、観光資源の写真が提供しやすい。 

・継続的に情報を得るための方法は、定期的に情報提供を行うことや、自治体側に負担がか

からないようにしてほしいという指摘があった。 

・プラットフォームに求める情報としては、地域の観光やイベントに関する情報、サイトの

閲覧状況（カウント数）や地域の状況など。 

・今後のプラットフォームの運営者は、観光を専門に対応している事業者や国（もしくは国

が委託している民間事業者）が良いという意見が多かった。 

・街道観光に対する意見は、街道に関わらない地域への対応やこのプラットフォームだから

できること（特別感）など、位置付けを明確にすることも求められている。 
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４-２ アクセスログの分析 

４-２-１ 実施概要 

検証用サイトのアクセスログは、Google アナリティクス（GA4）の機能を活用し、江戸街道

プロジェクトホームページと旬のイベント情報ページ（外部サイト：街道観光イベント情報集約

サイト）へのアクセス状況についての分析を行った。 

 

（１）調査概要 

アクセスログ分析の概要は下記の通り。 

 内容 

調査目的 ウェブサイトへ訪問したユーザー数や閲覧数などを確認すること 

調査期間 令和 6 年 1 月 3０日（火）～2 月 29 日（木） 

調査方法 グーグルアナリティクス 4（GA4）を設定し、期間中のデータを取得した。 

分析項目 
・閲覧者の属性（居住国、地域、市区町村） 

・ユーザー数、セッション数、表示回数、イベント数、ランキング（トップ 10） 

 

４-２-２ 実施結果 

閲覧状況は下表及び下図の通り。プレスリリースやアンケート調査の依頼を行った際に閲覧数

が増えた。また、サイトへのアクセスはトップページからだけではなく、検索サイトから直接各

ページにアクセスした結果も出ており、知名なイベント等を情報集約サイトに掲載することによ

り、閲覧する機会を持たせることができることがわかった。 

 
 江戸街道プロジェクトサイト 街道観光イベント情報集約サイト 

属性 
 
※上位のみ 
（ユーザー数） 

国： 
日本（574）、アメリカ（21） 
地域： 
東京都（174）、埼玉県（77）、 
神奈川県（55）、千葉県（52） 
市区町村： 
新宿区（56）、大阪市（34） 
周南市（25）、横浜市（23） 

国： 
日本（2,217）、アメリカ（15） 
地域： 
東京都（787）、埼玉県（451）、 
栃木県（202）、神奈川県（148） 
市区町村： 
越谷市（144）、宇都宮市（121） 
さいたま市（106）、新宿区（86） 

閲覧数 

ユ ー ザ ー 数：615 人 
セッション数：903 件 
表 示 回 数：2,518 件 
イ ベ ン ト 数：8,207 件 

ユ ー ザ ー 数：2,317 人 
セッション数：2,554 件 
表 示 回 数：3,515 件 
イ ベ ン ト 数：1.2 万件 

閲覧数上位ページ 
 
※上位のみ 
（ユーザー数） 

1 位：トップページ（629） 
２位：ギャラリー（166） 
３位：特集記事（108） 
４位：江戸街道とは（69） 
５位：デジタルアーカイブ（52） 

1 位：越谷梅まつり（751） 
２位：トップページ（186） 
３位：清原マルシェ開催（169） 
４位：「富士山の日」フェスタ（65） 
５位：オリオン通りだるま市（56） 

 

 

 

 

 

 

 

図 江戸街道プロジェクト HP閲覧ユーザー数

1/30 2/29

アンケート依頼

集計期間（1/30-2/29）

1930

プレスリリース 終了

29

凡例
当月の件数
前月の件数



 

15 

４-３ 街道観光振興への波及効果の把握 

 本事業では、江戸街道で繋がる市区町村の情報を含む検証用サイトを構築し、「目的別の見ど

ころ検索（観光資源の検索）」、「特集記事」、「旬のイベント情報」などのコンテンツを制作

した。 

 また、検証期間が限られたため、プロモーション活動を満足に行うことはできなかったが管内

自治体や旅行会社の職員、外国人モニターにサイトを閲覧していただき、アンケート調査に協力

いただいた。その中で把握しうる波及効果ついて、以下のように整理した。 

検証用サイトの閲覧により、今まで知らなかった地域について知ることのきっかけを作ること

ができたと考える。地域へ訪問するきっかけになったり、街道観光振興への波及効果にもつなが

ると考えられる。効果を把握する指標については、入込客数や閲覧者数等が考えられる。 

 

 

みる

知る

訪問
発信

検証サイト構築

・自治体関係者
・旅行会社職員
・KCS外国人ネットワーク
・SNS等閲覧者 など

サイト内のコンテンツを通じて
地域を知ってもらう機会を創出

【WEBコンテンツ】
✔目的から見どころを検索
✔特集記事
✔イベント情報
✔デジタルアーカイブ
✔ Instagram
✔当サイトについて
（江戸街道PJとは、お問合せ等）

【地域に関する情報】
✔地名
✔位置・場所
✔アクセス
✔観光資源
✔イベント など

地域を知り、情報発信や現地
への訪問するきっかけを創出

みる

波及効果❶ 情報発信

現地に行くことはないが、本サイトで知っ
た情報を配信するきっかけが生まれる
・SNSへの投稿
・友人知人への口コミ など

波及効果❷ 現地への訪問

本サイトがきっかけで地域を知り、興味を
持ってもらい。訪問するきっかけが生まれる。
・より地域を知る、気に入る（＋波及効果）
・地域で消費する（＋波及効果）
・情報発信をする

主なサイト閲覧者

波及効果 街道観光振興への効果創出

・WEBサイトの閲覧数
・観光入込客数

・消費単価
・消費額

・問合せ機会 など

外国人モニター 
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４-４ 本格運用に向けた課題の整理 

本業務で行ったサイトの検証結果やアンケート結果等を踏まえた課題とその解決策の案を、 

以下の通り整理した。 

 

課題 

・利用しやすく（閲覧者、旅行会社、自治体等各視点でのサイトの改良） 

  検証用サイトとしてベースとなる基盤を作成し検証したが、閲覧者・旅行会社・自治体等各視点か

ら、更なる利用しやすさを考えて更新していく必要がある。 

 

・やさしく（検索のしやすさ、情報のわかりやすさ、多言語対応など） 

 モニター調査を定期的に行いながら、だれもが活用できる内容の更新が必要である。 

 

・継続的な管理運営（人材確保、予算確保、体制構築など） 

 サイトを継続的に運営するためには、情報の更新やメンテナンス、アクセス解析などの対応が必要

になる。対応すべきポイントを整理し、運営できる人材の確保や体制を構築する必要がある。 

 

  

主な課題 解決策の案 

アクセス数の向上 
SEO 対策、ターゲットの把握 

プロモーション実施 

コンテンツ（情報）の収集 関係者との連携強化 

デザイン等リニューアル 定期的なサイトの見直し 

操作性の向上 定期的なサイトの見直し 

情報やコンテンツの整理 アーカイブ方法の整理 

WEB マーケティング 定期的なアンケート調査など 

サーバーの管理（サーバー及びドメイン費

用含） 

運用管理する人材や組織の確保 

費用・予算の確保 
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５．次年度以降の実用化に向けたプラットフォームの完成図の提示 

関係者（観光関連団体、旅行会社、地方自治体）へのヒアリングで得られた意見等を参考に、  

将来の望ましいプラットフォームの機能(案)を一覧にした。 

 

 

〇 ⇒

観光地域の情報検索機能

・街道・宿場を中心とした観光情報検索機能(食、宿、体験)
・旬な街道・宿場のイベント情報機能
・モデルコース紹介機能
・各地域の観光WEBサイト・アプリの紹介機能
・各地域のオンラインストアの紹介機能
・交通・アクセス情報

〇 ⇔

地域(行政・団体等)×民間(旅行会社等)のマッチング機能

・観光地域(行政・団体等)、民間企業概要の検索機能

資源や受入環境等の情報共有機能

・観光地の画像(季節ごと)、動画の提供機能・利用申請機能
・トイレ情報の登録機能(設置場所、施設、外観等)
・団体受入可能な施設(飲食店、観光施設等)の登録機能
・飲食店、宿泊施設、お土産店(新店開店情報)等の登録機能
・地域の旬のイベント、民間主催のイベントの発信機能
・地域の江戸時代ルーツの名産品・工芸情報の登録機能

➀ B to B向けの機能 ② B to C向けの機能

【運営業務】・BtoCページのアクセス向上のための施策(連携SNSへの純広告や内部SEO対策の実施等）
・メルマガ発信、コンテンツ管理(リンク切れ確認等)、セキュリティ対策、権限管理

街道観光振興・プラットフォームのステータス向上のため

〇 ⇒

街道観光のビジネスを支援するための機能

・江戸街道プロジェクトの目的・役割説明(ビジネス向け)
・会員へのメルマガでの情報発信(アーカイブ機能)
・運営からの情報掲示機能

-国や行政の助成金・補助金情報の掲載等）
-サイト運用データの提供、統計情報の提供
-街道関係の資料の提供(事務局からの版権案内付)

・民間×地域の情報掲示機能（入力）

事務局 地域 民間

街道観光における地域と事業者の連携促進のため

江戸街道の魅力・体験価値を示しファンを増やすため

〇 ⇒

江戸街道の魅力と楽しみ方が学べる機能

・江戸街道プロジェクトの概要・取組説明(一般向け)機能
・街道観光を魅力を向上させる機能

-江戸時代～現代の街道・宿場の歴史・ストーリーの紹介
-街道マップ、フォトギャラリー、江戸街道アプリの紹介
-街道観光の体験記事(特集記事)

・交流機能(SNS(Instagram、youtube、Facebook等)連携)

〇 ⇒

街道観光の旅行商品等の検索機能

・各旅行会社の街道商品の特長を紹介する機能
・募集予定の街道商品の案内機能

江戸街道ファンの興味・関心の受け皿として

地域 民間

事務局 旅行者

地域 旅行者

民間 旅行者

プラットフォーム
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６．今後の展開について 

本事業の検証結果を踏まえた今後の展開についての考え方は下記の通り。 

 

❶街道観光プラットフォームの確実な体制の構築 

 今年度は、検証事業としてベースとなるサイトを構築し、一定程度のニーズや課題を整理す

ることができた。次年度以降、サイトの運営主体を定め、確実に運営できる体制を構築する必

要がある。 

 

❷自治体や旅行会社等、関係者との連携 

街道観光プラットフォームは、運営管理者のみでサイトを運営することはできない。街道観

光に関わる自治体や、情報を利用する旅行会社等、関係者との協力取り付けと連携が必要に

なる。 

 

❸江戸街道プロジェクトのポータルサイトとして一元化し PR を徹底 

現在、関東運輸局 HP 等で江戸街道プロジェクトを紹介しているが、街道観光プラットフォ

ームに情報を一元化し PR していくことで認知の向上を図りながら、江戸街道プロジェクト

のポータルサイトとしての自立を図る。 

 

❹プラットフォームとしての機能性を高め利便性を向上 

 1 都 10 県に広がる江戸街道沿いの各種イベント情報を得られる唯一のプラットフォームと

して、継続的に情報の精度と機能性を高め、誰もが利用しやすい利便性の向上を図る。 
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